口 toneer sound, vision, soul 


コードレスへッドホンシステム 

SE-IR260C/460C 

取扱説明書 



このたびは、東北パイオニアの製品をお買いホめいたださまして、ま 
ことにありびとうございます。ご使用の前にこの「取扱説明書」を最 
後までよくお読みの上、『安全上のごを意』に従い正しくお使いくだ 
さい。お読みになった後は、大切に保管してください。 


ま全の 
ために 


本文中に記載されている r 安全上のご注意」は、誤った使い 
方をした場含、あなたや他の人々に危険をおよぼず恐れの 
あることについて書かれていまず。注意深くお読み下さし、。 


I 仕様 


■—般仕様 / 

婪調方式 . 周波数変調 

搬送波周波数 . ちチャンネル 2.8 MHz / 左チャンネル 2.3 MHz 

到達距離 . 約 7 m 

周波数特性 . 40— 18,000 Hz ( SE - IR 260 C ) 

40叫9100日 Hz ( SE - 旧460 C ) 

■トランスミッター ( TRE -260/460) 

電源 . DC 9 V 2日日 mA (付属 AC アダプター使用） 

音声入力端テ . 03.已 mm 3 P ミニジャック 

外形寸法 .] 08 ( 幅） X 78 (奥行さ） X 29 (高さ） mm 

質量 . 約90呂 

■ヘッドホン ( SE - IR 260/460) 

電源 . DC 2.4 V (付属充電式電池 X 2)/ DC 3 V (単4形乾電池 x 2) 

質量 . 約] 20呂（付属充電式電池含まず） 

■付属品 

AC アダプター . 

接続コード （03 .日 mm 3 P ミニプラグな03.日 mmL 型 3 P ミニプラグ） . 

変換コード（¢3.己 mm 3 P ミニジャック与 RCA ピンプラグ X 2). 

0 日. 3 mm 3 P プラグアダプター . 

専用充電式ニッケ J レ水素電池 . 

取扱説明» . 

上記の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することびあります。 


XI 

XI 

XI 

XI 

X 2 

XI 


■ アフターヴー ビスについて _ 

この製品の保証期間はお買い上げ後1年間です。 

普通の使用状態で保証期間内に故障した場合は、無償修理致します。お買い上げの販売店に製品とお買 
い上げの領収書（またはレシート）を必ずご持参ください。 

保証期間中および経過後の アフターサービスに ついてはお買い求めの販売店にお問い合わせください。 
なお、お買い上げの確認のために、必ず販売店の領収書（またはレシート）を保をしてください。 

当社は、この製品の補修用性能部品を製造打切後最低6年間保有しています。 

また、この製品は一般家庭用として作られたものです。営業目的で使用し故障した場合は、保証期間内で 
を有償修理を承ります。 


商品に関するお問い合わせおよびカタ□グのご請巧は下記のカスタマーヴポートセンターへお電話でどうぞ(全国共通 


カスタマーヴポー S センター 

家庭用オーディオ/ビジュアル商品のお問い合わせおよびカタ□グのご請巧窓 □ 

0070-800-8 181 -22 【一般電話】03-曰 496-2986 【 FAX 受付】 03-3490- 己 7] 8 


くごを意> 

市外局番「0日70」で始まるフ U —フオンは PHS 、 携帯電話、自動車電話、列車公衆電話、船舶電話、ピンク 
電話および海外からの国際電話などではご利用になれません。また【一般電話】は、携帯電話、 PHS 等からのご利 
用び可能ですび、通話料金びかかります。あらかじめご了承ください。 


営業時間 _巧〜金曜9:30〜17:00 曜-日曜-祝日9:30〜] 2:00、_13:00〜17:0日（弊社休業日除く） 

ホームページでのカタ □ グ請求とメー>1レサービス登録のご案内 
http://www.pioneer.cc).jp/support/c1:l 旨 . html 


©東北ノ くイオニア株式会社 2005 禁無断転載 

ま化パイオニア株式会社〒 994-8 曰 8 已山形県天童市义野本 110 已 

Printed in China < WRA 1094- A > 


巧全上のご注意 

安全に正しくお使いいただくために、必ずお守りくださし、。 


♦ ご使用の前にこの r 安全上のご注意」と「取扱説明書」をよくお読みの上、正しくお使 
いください。 

♦ お読みになった繳ホ、いつでも見5れる所に必ず保存してください。 

この安全上のご注意、取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使 
いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、い 
ろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよラになっています。 


この表示の欄は「人び死亡または重傷を負う危険び切迫して 
/； \ JBPX 生じることび想定される内容」を示しています。 


A 警告 


この表示の欄は「人び死 t または重傷を負う可能性び想定さ 
れる内容」を示しています。 


この表示の欄は「人び傷害を負ラ可能性び想定される内容及 
び物的損害のみの発生び想定される内容」を示しています。 



A 記号は注意（警告を含む）しなければならない内容であるこ 
とを示しています。図の中に具体的なを意内容（左図の場合 
は感電を意）び描かれています。 


S ) 記号は禁止（やってはいけないこと）を示しています。図の 
中やおくに具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）び描 
かれています。 


♦記号は行動を強制したり指示する内容を示しています。図 
の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセ 
ントから抜く）び描かれています。 


A 警告 


頃常時の処團 

万一、煙び出ている、変な臭いや音びするなどの異常状態のまま使用すると火災， 
感電の原因となります。すぐに機器本体の電源スイッチを切り、必ず AC アダプ 
ターをコンセントから抜いてください。煙び出なくなるのを確認して販売店に 
修理をご依頼ください。お客様による修理は危険ですから絶対おやめください。 

万一、内部に水や異物などび入った場合は、まず機器本体の電源スイッチを切り、 
AC アダプターをコンセントから抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使用 
すると火災•感電の原因となります。 

[使用環境] 

この機器に水び入ったり、ミ請らさないようにご注意ください。風呂場などでは使 
用しないでください。火災•感電の原因となります。雨天、降雪中、海岸、水辺で 
の使用は特にごを意ください。 


表示された電源電圧（交流1日日 V 己日/6日 Hz ) 外の電圧で使用しないでくだ 
さい。乂災•感電の原因となります。 


この機器を使用できるのは日本国内のみです。船舶などの直流 （ DC ) 電源には 
接続しないでください。火災の原因となります。 


を 

套 

0 

0 
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[使用方法] 

本機のカノ く一を外したり、改造したりしないでください。内部には電圧の高い部 
分びあり、火災•感電の原因となります。内部の点検•整備•修理は販売店にご依 
頼ください。 


雷び鳴り出したら、充電用接点や電源プラグに触れないでください。感電の原因 
となります。 


付属！;(外の AC アダプターを使わないでください。破損•液漏れや、過熱などに 
より、火災、けびや周囲の巧損の原因となります。 


自転車に乗りなびらや、自動車•才ートバイなどの運転中は、絶巧にヘッドホンを 
使用しないでください。交通事故の原因となります。 



0 

0 

0 


ん汪忌 


駿圍 

濡れた手で AC アダプターを抜さ差ししないでください。感電の原因となること 
びあります。 


電源を入れる前には音量を最小にしてください。突然大さな音び出て聴力障害 
などの原因となることびあります。 


I 


[使用方法] 

通電中の AC アダプターに長時間触れないでください。長時間皮膚び触れたま 
まになっていると、低温やけどの原因となることびあります。 

ヘッドホンをご使用になるときは、音量を上げすざないようにご注意ください。 
耳を刺激するような大さな音量で長時間続けて聞くと、聴力に悪い影響を与え 
る事びあります。 


旅行などで長時間ご使用にならない時は、安全のため必ず AC アダプターをコ 
ンセントから抜いてください。 

[保守点検] 

已年に一度くらいは内部の掃除を販売店などにご相談ください。内部にほこりび 
たまったまま、長い間掃除をしないと火災や故障の原因となることびあります。 
特に湿気の多<なる梅雨期の前に行うとより効果的です。なお掃除費用につい 
ては販売店などにご相談ください。 


お手入れの際は安全のために AC アダプターをコンセントから抜いて行ってくだ 
さい。 


0 

立 
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電池についての巧を上のご注意 


液漏れ•破裂•発熱•発火による大けがや失明を避けるため、下記の注意事項を 
必ずお守りください。 


危険 


巧電式電池、乾電池が液漏れしたときは 


• 素手で液をさわらない 

• 液び目に入った時は、失明の原因になることびあるので、目をこすらず水道水 
などのきれいな水で充分洗い、ただちに医師の治療を受けてください。 

• 液び身体やお服についたとさわ、やけどやけびの原因になるので、すぐにされ 
しぶ水で洗い流し、皮膚に炎症やけびの症状びあるときには医師に相談してく 
ださい。 


A 危険 


巧電式電池について 


• 付属の充電式電池を他の機器に使用しない。 

♦ 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 本機1^>(外で充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

♦火のそばや直射日光のあたるところ•炎天下の車中など、高温の場所で使用•保管•放 
置しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの貴金属と一緒に携帯•保管しない。シヨートさせない。 
♦外装のビニールチューブをはびしたり傷つけたりしない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 指定された種類！;^外の充電式電池は使用しない。 

♦ 使いさった電池は取りはずす。長時間使用しないときわ取りはずす。 



乾電池について 


♦ 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

•充電しない。 

♦ 火の中に入れない。分解•加熱しない。 

♦ コイン、キー、ネックレスなどの貴金属と一緒に携帯•保管しない。ショートさせない。 
• 液漏れした電池は使わない。 

• 使いさった電池は取りはずす。長時間使用しないとさち取りはずす。 

♦ 新しい電池と使用済みの電池、種類の違う電池を混ぜて使わない。 


A ま意 


乾電池について 


•火のそばや直射日光のあたるところ•炎天下の車中など、高温の場所で使用•保管•放 
置しない。 

♦外装のビニールチューブをはびしたり傷つけたりしない。 

• 指定された種類1^^外の電池は使用しなぃ。 


お願い 


鎮 

Ni-MH 


この製品にはニッケル水素電池を使用しております。ニッケル水素電池は 
U サイクル可能な貴重な資源です。ご使用済み製品の廃棄に際しては、ニッ 
ケル水素電池を取り出し、リサイクルにご協力ください。 


I まな特徴 _ 

く便利でおトクな巧電式> 

トランスミッターに充電機能を搭載。ヘッドホンは乾電池での使用も可能。 

く軽量コンパクト> 

掛け/0地が陕適な軽量ヘッドホン。設置び容易な薄くルさいトランスミッター。 

くノイズをカット> 

未受信時のノイズをカットするにュート回路内励。 

くパワフルサウンド> 

強磁力希±類マグネット採用。 

く2モードサラウンド搭載 >( SE — 旧 460 C のみの機能） 

映画や音楽に最適な高品位サラウンド機能搭載。音の広びり感と定位感を高度に両立させたサラウンド回路を 
搭載。映画館やコンサートホールの感動を手軽に楽しめます。 


国使用可能範囲 _ 

トランスミッターか5の赤外線び届く節囲は、おおよそ下図の節囲でず。 
図に示された節園内でヘッドホンが使用できまず。 




ごま意 


〇本機は赤外線を使用しているため、図の範囲内でをトランスミッターから離れるほど雑音び増えます。また、ホ 
外線びさえぎられた場合は音びとざれたり、雑音び入ることびあります。これらの現象はホ外線の特性によるも 
ので、故障ではありません。 

お使いになる場所の状況によって聞こえかたび異なりますのでトランスミッターの角度を調整し、なるべく聞こ 
えやすい位置でお使いになることをおすすめします。 

〇壁や不透明なガラスなどは赤外線を通しません。ヘッドホンは、必ずトランスミッターび直接見える位置でお使 
い下さい。 

〇ヘッドホンのホ外線受光部を手や髪でおおわないでください。 

〇直射日光などの強い光線の当たるところやプラズマディスプレイなどの赤外線を多く出している機器の近くで 
は、音びとざれたり、ご使用できない場合びあります。 

〇トランスミッターの赤外線発光部の明るさにムラびある場合びありますび、ホが線の届く範囲などの性能には 
影響ありません。 

























































































If 製品の構成 _ 

本製品をお使いになる前にすベてそろっているか確かめてくださし、。 


ヘッドホン トランスミッター 接続コード 



凸 巧電のしかに（最初にお使いになる時は、必ず巧電してくださし、) 

トランスミッターで、ヘッドホン用の付属専用巧電式ニッケル水素電池を巧電します。 

ご注意 _ 

トランスミッターは巧電式電池では動作しません。 

ご使用になるときは、お、ず AC アダプターを接続してください。 


①トランスミッターの DC IN 端テに付属 AC アダプターのプラグを差し込み、 AC アダプター本体を電 
源コンセントに差し込みます。 電源コンセントへ 



本機には、付属の AC アダプターをご使用ください。付属な外の AC アダプターを使用すると故障 
の原因になります。 


②トランスミッターの電池カノ く一を矢印の方向に押して外します。 



③付属専用充電式電池をプラス （+) 、マイナス（一）表示に合わせて入れ、電池カノ（一を閉めます。充 
電び開始されると、充電インジケータび点灯します。 



④約1已時間でフル充電になります。自動で充電は終了しませんので、時間になりましたら充電式電池を 
取り出してください。 

ご注意 

〇自動で充電は終了しません。過充電防止のため、充電後は必ず充電式電池を外して<ださい。 

〇充電後は充電式電池び温かくなりますび、異常ではありません。 

〇本機は安全のため、付属充電式電池のみ充電でさるよラになっています。市販の充電式電池を 
使ってち充電でさませんのでごミ主意ください。 

〇充電は日む〜4已むの環境で行ってくださし、尚10で〜3び C の環境で行うと効率よく行うことび 
でさます。 


充電インジケータび点なしない時は、正常な充電状態ではありません。■巧電時間の目きと使用可能時間 
ソ下の事び考え5れますので、巧電式電池挿入□などをご確認ください。 

• 付属の充電式電池び正しく挿し込まれていますか？ 

•付属の充電式電池の+端子と一端子の向さは表示と同じですか？ 

• トランスミッターの充電端テび巧れていませんか？ 


ごま意 


〇付属の充電式電池を十分に充電してち、使用時間び通常の半分くらいになった場合は、新しい充 
電式電池とお取り替えください。 

〇付属の充電式電池は市販されていませんので、ノ くイオニアご相談窓口またはお買い求めになっ 
た販売店にご相談ください。 

〇不要となった電池を廃棄する場合は、各地ち自治体の指示に従って処理してください。 


充電時間 

使用可能時間 

約2時間 

約3時間3日分 

約1曰時間 

約29時間 


B トランスミッターの設置のしかた _ 

①トランスミッターの背面にある AUDI 日 IN 端子と AV 機器の出力端子をつなざます。 

A) AV 機器のヘッドホン端子につなぐ場合 

付属接続コードを使用します。 

AV 機器の端子び、標準ステレオジャックの場合は、付属のプラグアダプターを使用します。 

ご注意 

「イヤホン端テ（モノラル）に接続した場合は、ヘッドホンのちから音び出ません。 

その場合は、市販のプラグアダプター（ステレオミニジャックなモノラルミニプラグ）を使用するこ 
とで、両側から音を出すことびできます。 


B) AV 機器のライン出力（音芦出力）端子につなぐ場合 

付属接続コードと付属変換コードを使用します。 



②トランスミッターの背面にある DC IN 端テに付属 AC アダプターのプラグを差し込み、 AC アダプタ 
一本体を電源コンセントに差し込みます。 


電源 コンセントへ 



《 AV 機器やヘッドホンのボ IJ ューム調整だけでは満足な音量を得られないとさは、トランスミッター背 
面にある ATT (アツテネーター)スイッチを r 日服」側に切り換えてください。 



ご注意 


〇 ATT スイッチの切擲ま、必ずヘッドホンの音量を下げてから行ってください。 

〇「日犯」側にスイッチを切り換えて、音声び歪んだりノイズび発生した場合は、卜8服」側にスイ 
ツチを戻してください。 


CT 電池の入れ方 (ヘッドホン) 


トランスミッターで充電した付属巧電式電池をヘッドホンに入れます。 

①ヘッドホンの左八ウジング （ L ) にある電池ふたの突起部を巧しなびら、下にスライドさせてふたを 
外します。 



②プラス （+) 、マイナス（一）表示に合わせて電池を入れます。 




使用する電池について 

本機のヘッドホンは、付属充電式電池の他に市 
販されている単4形乾電池2本でをご使用に 
なれます。ヘッドホンに使用する電池は、2本 
とち同じ種類のをのを使用してください。 


■乾電池を使用した場さの使用時間 


乾電池の種類 

使用時間 

単4形アルカ U 乾電池 

約40時間 

単4形マンガン乾電池 

約] 7時間 


ご注意 

不要となった電池を廃棄する場合は、各地方自治体の指示に従って処理してください。 


な使ぃ方 _ 

耳の保護のため、ご使用前にヘッドホンの音量を下げておいてくださし、。 

①トランスミッターに接続した AV 機器の電源を入れます。 

③ヘッドホンのち八ウジングの）にある電源スイッチを入れます。 

電源スイッチの上にある電源インジケータび点灯します。 



③ヘッドノ くンドの長さを調整しなびら、ヘッドホンをかけます。 



ちノ \ウジング （ R ) びち耳に、左ノ佔ジング （ L ) び左ちにくるようかけてください。 

④トランスミッターに接続した機器を再生します。つないだ AV 機器から音声信号び入力されると、トラ 
ンスミッターの電源び自動で入り赤外線発光部び点灯します。 

接続した AV 機器の音量は、音びひずまない範囲で、でさるだけ大きくしてください。 

⑥ヘッドホンのちノ V ウジングにあるボリュームで音量を調整します。 



赤外線受光部び手でおおわれると、ミュート機能び働を音び聞こえなくなる場合びあります。 

その場合は、トランスミッターに近づくか、赤外線受光部を手でおおわないよう注意しなびら調整してください。 


⑥サラウンドモードを切り換えます。 （ SE - 旧4目日 C のみの機能) 

ご注意: SE- 旧260 C には、この機能はついておりません。 



トランスミッターについている SURROUND 切り換えスイッチで、サラウンド効果を得ることびできます。 


OFF 

MOVIE 

MUSIC 

通常の 

2チヤンネル 
再生 

映画ソフトの 
再生に適した 
サラウンドモード 

音楽ソフトの 
再生に適した 
サラウンドモード 


H 使い終わった5ヘッドホンの電源をお切りください 

ヘッドホンをはずしてか！5、ヘッドホンの電源を切ります。 

トランスミッターは、音声信号び入力されなくなった後、約日分で自動的に電源び切れます。使用しない 
時はでさるだけ AC アダプターをコンセントから抜いてください。 


■ ミュート機能 

赤外線の届く範囲から離れたり、赤外線びさえぎられると雑音び増えます。 

この雑音び大きくなると自動的にミュート機能び働さ、ヘッドホンから音び間こえなくなります。 
トランスミッターに近づくか、赤外線をさえざらないようにすると、自動的にミュート状態び解除され、 
再び音び聞こえるようになります。 

■ 自動パワーオフ機能 

トランスミッターの電源は、音声信号び已分!;(上入力されないと自動的に切れます。 

音声信号び入力されれば、再び自動で電源び入ります。 


国使用上のご注意 _ 

取扱いについて 

•トランスミッターやヘッドホンを落としたりぶつけたりなど強いショックを与えないでください。 

故障の原因になります。 

次のような所には置かないでください 

• 直射日光び当たる場所や暖房器具の近くなど、温度び非常に高い所。 

• ほこりの多い所。 

参ぐらついた台の上や傾いた所。 

• 風呂場など湿気の多い所。 

長期間使用しないときは 

• ヘッドホンから電池を取り出しておいてください。液もれやさびつきの原因となります。 

• AC アダプターをコンセントから抜いてください。 

コンセントから抜くとさは、コードを弓 I っ張らずに必ず AC アダプター本体をつかんで巧いてください。 

異常や不具合が起きた5 

参万一異常や不具合び起きたり、異物び中に入ったときは、すぐに電源を切り、お買い上げ店またはノ v ° イオ 
ニアサービスステーションの窓口にご相談ください。 

•お買い上げ店またはサービスステーションの窓口にお持ちになる際は、必ずヘッドホンとトランスミッタ 
一を一緒にお持ちください。 


I 故障かな？と思った!5 


故障かな？と思った5チェックしてみてくださし >。ちょっとした操作ミスび故障と思われがちでず。また、本機じ ( 
がの原因も考え5れまず。ご使用の AV 機器等 （PC 含む）も合わせてお調べください。下記の項目に従って再度 
点検されても直5ないときは、お買い上げの販売店またはパイオニアヴービスステーシヨンにご連絡ください。 


症状 

原因と処置 

音びでない 

ートランスミッターと AV 機器、 AC アダプターとの接続、電源コンセントとの接続を確 
認してください。 

ートランスミッターに接続した AV 機器の電源を入れ、再生を始めてください。 

ートランスミッターを AV 機器のヘッドホン端子につないだ場合は、接続した機器の音 
量を上げてください。 

^ミュート機能び働いている 

-トランスミッターの位置や角度を調節してください。 

•トランスミッターとヘッドホンの間に障害物びないか確認してください。 

•なるべくトランスミッターの近くでヘッドホンを使用してください。 

^へッドホンの電源ランプび暗い、点滅する、または消なしている。 

•ヘッドホンの充電式電池を充電してください。または乾電池を新しいものと交換 
してください。 

音びひずむ 

ートランスミッターの ATT スイッチを r -8 dBJ に切り換えてください。 

ートランスミッターに接続した AV 機器の音量を下げてください。 

音びルさい 

ートランスミッターの ATT スイッチを「日 d 巳」に切り換えてください。 

ートランスミッターを AV 機器のヘッドホン端子につないだ場合は、接続した機器の音 
量を上げてください。 

^へッドホンの音量を上げてください。 

雑音び多い 
音びとぎれる 

ートランスミッターの近くでヘッドホンを使用してください。 

ートランスミッターとヘッドホンの間に障害物びないか確認してください。 

^ホ外線受光部を手や髪などでおおっていないか確認してください。 

ートランスミッターを AV 機器のヘッドホン端子ににつないだ場合は、接続した機器の 
音量を上げてください。 

ーヘッドホンの赤外線受光部に直射日光び当たっているときは、カーテンやブラインド 
を閉めて直射日光び当たらないようにしてください。 

ープラズマディスプレイび近くにあるとさは、本システムを離してください。 

^へッドホンの電源ランプび暗い、点滅する、または消灯している。 

•ヘッドホンの充電式電池を充電してください。または乾電池を新しいものと交換 
してください。 

^本機1ソ外のトランスミッターを同時に使用しているとさは、他のトランスミッターの 
電源を切るか、他のトランスミッターの赤外線び届かない所へ移動してください。 


静電気など、外部からの影響により本機が正常に動作しないことがあります。このよラなとさは、 AC アダプ 
ターを一度抜いて再び差し込むことで正常動作になる場合びあります。これで解決しないとさは、お買い 
上げの販売店または最寄りのサービスステーションにご相談ください。 













































































































































































































































